
イギリス労働市場における経済非活動者の動向
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に
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年イギ

の ・ブレ

の道」を掲げ

リスにおいて， 年ぶりに労

アはこの勝利を旧来の左派で

る「ニュー・レイバー」の勝

はじめに

働党が総選挙に勝利し政権

もない，サッチャーに代表さ

利であるとうたいあげた。

の座に着いた。労働党党首

れる右派でもない，「第三

この「ニ

ある「ニュー

であった社会

済を特徴付け

して，失業者

への福祉（

さらに，現

ュー・レイバー」は政権の「

ディール」を発足させた。こ

保障制度から，失業者の就労

る「知識集約経済（

を価値創造の主体者にする

）」の潮流ととも

在イギリスの労働市場は，

中核政策（ ）」と

の「ニューディール」は，

へのインセンティブを引き

）」に適応す

政策であるとした。この「ニ

に，世界的にも非常に注目を

年以降の好況期に 万近

して，新たな雇用政策で

これまでの現金給付が中心

出すとともに， 世紀の経

るための，教育・訓練を通

ューディール」は，「就労

集めている。

くの雇用数の純増を記録

し，失業水準

期失業者も

しかし，非

政策」として

にもかかわら

わらず，貧困

も失業者約 万人，失業率

年水準と比べて半減するな

常に良好な労働市場を誇るイ

実施される必要があるのであ

ず，賃金上昇がほとんど見ら

層の拡大が大きな問題とな

（ ）

約５％程度とここ 年来では

ど，非常に良好な状態を示

ギリスにおいて，なぜ新た

ろうか。さらに，労働市場

れないという事態が生じて

っており， 年には 万

最も低い水準であり，長

している。

な雇用政策が政権の「中核

の需給関係は逼迫している

いる。また好況期にもかか

人が貧困線以下で生活し



ており，しかも

ギリスの子供の

これらの事態
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就労しているにもかかわらず

七人に一人が貧困家庭で育っ

は，本来的には良好な労働市

学（第 巻・第３号）

貧困層に転落する人々が増え

ていることが報告されている

場を前提とする好況期には起

ている。その結果，イ

。

こりえないことである。

いったいイギリ

年代より生

その際に注目

人口と訳される

昇しており，男

低下を示してお

年ほとんど変

スの労働市場に何が生じて

じたイギリス労働市場の変化

するべき対象は，経済非活動

べき対象であるが，男性経済

性の労働市場からの退出を示

り，女性の労働力化の進行を

化がみられないという結果に

いるのであろうか。この問題

を明らかにする必要がある。

者の動向である。経済非活動

非活動者は景気の変動に関わ

している。逆に女性経済非活

示している。その結果，男女

なっている。さらに，この経

を明らかにするには，

者とは，通常非労働力

りなくほぼ一貫して上

動者は，ほぼ一貫した

総計の就業率は，ここ

済非活動者は，早期引

退など永続的な

労働市場に復帰

本稿では，こ

して，低学歴・

んだ産業構造，

労働市場からの退出ではなく

しており，労働市場に対して

の経済非活動者の動向に注目

低技能者が経済非活動者にな

職種構造の変化からその原因

．イギリ

，約 ％の経済非活動者が一

実質的には，失業者と同様の

し，性別，年齢別，そして学

っていることを明らかにした

を明らかにしていきたい。

ス労働市場の変化

年以内に就業者として

機能を果たしている。

歴・技能別の分析を通

うえで， 年以降進

１．低下する

現在イギリス

図表１ １より

を通して就業者

も 歳までの若

好な状態を誇っ

失業水準と経済非活動者
）
の失業水準は， 年以降最

， 年時点で失業者約

は，約 万人増加し，失業

年失業者が二桁の失業率を示

ている。

も低い水準にあり，労働可能

万人，失業率 ％である。特

率は約５％低下している。ま

しているのみで，それ以外の

年齢人口
）
に限定すると，

に 年以降の好況期

た年齢別失業率をみて

年齢層は５％以下と良

しかし，

のことを示して

うち，どの程度

年代後半よ

の後 年に一

じ，現在ではち

の就業率は

年代後半， 年代前半と比

いるのが，就業率
）
と経済非活

の割合が就業者になっている

り低下し始め， 年に ％

時回復するものの再び低下し

ょうど ％台を回復しようと

年代に入り急落し，現在では

べるとイギリス労働市場は大

動者の動向である。就業率と

かを表している。図表１ ２

あったものが， 年には

，そして 年から始まる好

している。つまり， 年代

約 ％程度低下している。こ

きく変化しており，そ

は労働可能年齢人口の

より，男性の就業率は

％台まで低下した。そ

況期を通して上昇に転

には ％台あった男性

のことは， 年代に

入り，男性の労

一方，女性の

年代初頭に

は，女性の労働

と 年には，

反対の動向を示

働市場からの退出が急速に進

就業率をみると，ほぼ反対の

一時低下するもののその後は

市場への進出が傾向的に続い

年と同じ水準の ％を示

したために，総計としては大

（ ）

行したことを表している。

動向を示しており， 年に

ほぼ一貫して上昇しているこ

ていることを示している。そ

している。これは，男性と女

きく変化してないことを表し

％であったものが，

とがわかる。このこと

して，男女総計でみる

性の就業率がちょうど

ている。



次に，経

には主婦や身

なかった。し

イギリス労働市場に

済非活動者（

体障害者などの人々からなる

かし， 年代後半よりこの

おける経済非活動者の動向（伊藤

）
）
の動向であるが，この経

非労働力人口であり，これ

経済非活動者が非常に特徴

）

済非活動者とは，本来的

まで考察の対象となってこ

を持った動向を示すように

なり，現在で

済非活動者の

ことができる

女性経済非

年には約

進出を表し

たが， 年

はイギリス労働市場分析にと

動向は，端的に言うと，男性

。

活動者は，図表１ １より，

万人減の約 万人，率に

ている。次に男性経済非活動

では約 万人増の 万人，

って欠かすことのできない

経済非活動者の増大，女性

年に約 万人，経済非

して ％にまで低下してお

者は， 年に約 万人，経

％となっている。特に

要因になっている。この経

経済非活動者の減少という

活動者率約 ％であったが，

り，女性の労働市場への

済非活動者率 ％であっ

年以降，好況期にもか

かわらず，約

失業者が約

場は， 年

らの退出―が

ほぼ対照的な

れないという

万人，率にして２％増大し

万人減少し，失業率が半減

以降の好況期に失業者の減少

同時に生じていることとなる

動きを見せており，その結果

事態が経済非活動者でも生じ

図表 労働可能年齢にお

ていることが注目に値する

したのと対照をなしている。

と男性経済非活動者の増大

。このように男性経済非活

として男女総数でみると，

ている。

ける就労者，失業者，経済非活

。これは 年以降，男性

つまり，イギリス労働市

―男性労働者の労働市場か

動者と女性経済非活動者は

年以降ほぼ変化がみら

動者

就業者

千人 ％

男女総数

失業者 経済非

千人 ％ 千人

活動者

％

男性

女性

出所： （ ）
年のみ， （ ），
より作成．

就労可能年齢は，男性 才，女

（ ）

よ

性 才までの男女で構成されている。

り作成．
，
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図表 労

学（第 巻・第３号）

働可能年齢就業率の変化

もちろんこの

るならば，いわ

の経済非活動者

経済非活動者の動向が，早期

ゆる非労働力人口であり，大

は労働市場への流入，退出を

引退など恒常的な労働市場か

きな問題を意味しているとは

繰り返しており，実質的には

らの退出を意味してい

いえない。しかし，こ

失業者と同じ役割を果

たしているので

の程度の人が移

就業者からの移

ことを示してい

と転化し，

このように経

転化していくの

ある。図表１ ３は，一年前

行したかを表している。この

行が就業者全体の ％であ

る。一方経済非活動者からの

％が失業者へと転化している

済非活動者への流入は，失業

が主流を形成していることが

と比較して，就業者，失業者

図表によると， 年に経済

り，失業者からの移行は失業

退出は ％の経済非活動者

。

者を経由して流入する一方，

わかる。このことは，経済非

，経済非活動者間をど

非活動者への流入は，

者全体の ％である

が一年後には就業者へ

退出は直接就業者へと

活動者が決して非労働

力人口として労

整えば再び労働

を示している。

人が一年後には

化する人が ％

指摘できる。同

男性経済非活動

働市場から恒常的に退出して

市場に参入する可能性のある

だが，男性経済非活動者から

就業者へと転化していたが，

台にとどまり，女性経済非活

時期に男性経済非活動者が数

者は失業者と同様に労働市場

いるのではなく，良好な雇用

，実質的に失業者と同様の役

就業者への転化に注目すると

年以降の好況期にもかか

動者の動向と比べても伸び率

，率ともに上昇していること

へ再流入する層と，経済非活

機会などの諸条件さえ

割を果たしていること

， 年には約 ％の

わらず，就業者へと転

が低下していることが

とも合わせて考えると，

動者に固定化される層

とに分化してい

このように，

ことを伺わせる

や失業率が正確

らかにするため

らかにする。

る可能性を指摘できる。

イギリス労働市場は就業率と

。

な実態を反映する指標とはな

に，次節では，どのような特

（ ）

経済非活動者の動向から，大

（ ）は，男性経済非活

り得ないことを指摘している

質を持った層が経済非活動者

きな変化を遂げている

動者の増加から，もは
）
。この変化の実態を明

になっているのかを明

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1970 1974 1978 1982 1986 1990 1994 1998

全体�

男性�

女性�

出所：DfES(2001), Employment Rates 1959 to 2000/より作図． 



イギリス労働市場に

図表 就業者、失

年

男女総計

おける経済非活動者の動向（伊藤

業者、経済非活動者間の移動

）

男性

女性

出所： （ ）

２．学歴別

経済非活動

その人が保

（

る レベル

労働可能年齢人口のみ対象としてお

および年齢別経済非活動者

者は学歴別でみると大きな相

有する公的な学歴資格によっ

）がある。この

）試験と， 歳以降の２年

（ ）試験に区別

り、かつ学生を除いている。

異があることがわかる。イ

て表され，主要なもので一

は， 歳時の義務教育終

間を「シックス・フォームス

される。通常大学進学のため

ギリスにおいて学歴とは，

般教育証書（

了時に受験する レベル

」で学んだのちに受験す

には，この レベル試験

を，三つ合格

ために，

る。

図表１ ４

非活動者にな

活動者になっ

格保有者の

レベルで取得する必要がある

レベル試験を簡単にした中等

より，男性経済非活動者の拡

る割合が上昇している。例

ており，また無資格者の

％が，そして無資格者の

といわれている。また，公

教育証書（

大に合わせて，全ての学歴水

えば 年には レベル資格

％が経済非活動者であったが

％が経済非活動者となって

的学歴資格取得を推進する

）があ

準の男性において，経済

保有者の ％が，経済非

， 年には レベル資

いる。また 年以降の

好況期だけ

％増から

格者におい

ベル資格以下

女性経済非

唯一無資格

でみてみると， レベル資格

％増にとどまっているの

ては約８％増大している。こ

の低学歴層の拡大によって担

活動者は，その低下に伴い，

者に限っては，逆に経済非活

（ ）

以上の学歴資格保有者が経

対して， 資格保有者が約

のように 年以降の経済非

われていることがわかる。

ほぼすべの学歴水準におい

動者になる割合が増大してい

済非活動者になる率は，

３％の増大，そして無資

活動者増大は，主に レ

て労働力化が進んでいるが，

る。 年に レベル資



格保有者の

方無資格者は

おり，女性無資
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％が経済非活動者であったも

年に ％が経済非活動者

格者は，経済非活動者になる

学（第 巻・第３号）

のが， 年には ％と約

であったものが， 年は

割合が増大していることがわ

％低下している。一

％と約８％増大して

かる。また 年以降

の好況期のみで

させ，労働力化

く，無資格者に

みてみても，やはり レベ

が進んでいるが， 保有

至っては ％から ％へ

図表 学

学士号
レベルお
び同等資格

男性

ル以上の資格保有者は経済非

者は景気回復期にもかかわら

と約６％増加している。

歴資格別経済非活動者率

よ レベルおよ
び同等資格

と
同等資格

活動者になる率を低下

ずその率には変化がな

単位

無資格者

女性

以上のように

性は逆に労働力

ともに経済非活

出所： （

，男性はほぼ全ての学歴水準

化が進んでいる。しかし，低

動者になる率が上昇しており

）

において経済非活動者になる

学歴者，特に無資格者におい

， 年以降の好況期も関わ

率が増大しており，女

て顕著であるが，男女

らず，その傾向には変

化がみられない

場から閉め出さ

また，同様の

されている。こ

であり， 年

国際比較ができ

階で評価したも

という事態が生じている。つ

れているのである。

結果は， 年にイギリスで

の調査は，「国際成人リテラ

までにアメリカ，カナダなど

るという点で優れている。こ

のであり，そのリテラシー能

まり低学歴者が景気循環と，

実施された「成人リテラシー

シー調査」の一環としてイギ

先進国の カ国で実施されて

の調査は，リテラシー能力を

力と職種や社会階層の関連な

ほぼ関わりなく労働市

調査」によっても報告

リスで実施されたもの

おり，統一した基準で

三つの側面から，５段

どについても報告され

ている。この調

を占めているの

ことが報告され

者になりやすい

次に，学歴水

た高失業地域に

査によると五段階評価のうち

に対して，失業者では ％と

ている
）
。このようにここでも

ことが示されている
）
。

準と地域間の経済非活動者と

おいて，経済非活動者率が高

（ ）

最低レベルであるレベル１の

倍増し，そして経済非活動者

リテラシー能力の低い者ほど

の相関でみてみると，イング

く，イングランド南部を中心

人々は，就業者で ％

では ％にまでのぼる

，失業者や経済非活動

ランド北部を中心とし

とした低失業地域にお



いて低くなっ

との関連で

歴者グループ

イギリス労働市場に

ており，その地域の雇用機会

は，

では「非就業率（

おける経済非活動者の動向（伊藤

と就業率に明確な関連があ

（ ）が指

）」
）
の地域間相異がサ

）

るといえる。特に学歴水準

摘しているように，低学

ウスイーストの ％から

マーシーサイ

ランドの ％

者は，どのよ

動が起こって

すいのである

動者になりや

最後に，

ドの ％までと，約 ％の格

からウェールズの ％とわず

うな地域においても雇用機会

いることを伺わせる一方で，

が，さらにその地域の雇用機

すいといえる。

年齢別の経済非活動者につい

差がある一方で，高学歴者

か４％程度しか開いていな

があるか，ないしは雇用機

低学歴者は，そもそも失業

会に左右され，高失業地域

てみてみると，図表１ ５よ

グループはイーストミッド

い。このことから，高学歴

会を求めて全国的な労働移

者や経済非活動者になりや

では特に失業者や経済非活

り 歳以下の若年者は，

年に

歳以上は

いる。男女

％まで拡

ほぼ同水準の

に ％まで

動者であった

年には

％が経済非活動者であったが

年に ％が経済非活動者で

別でみると男性は， 歳の

大し， 歳 歳の年齢層で

％にまで拡大した。 歳

，約 ％拡大した。女性は

が 年には ％に減少し

％にまで低下した。

， 年には ％へと約

あったものが 年には

年齢層で， 年に ％で

は， 年には ％であった

以上の年齢層では， 年に

， 歳までの年齢層で

， 歳以上の年齢層では

３％増加している。一方

％へと，約 ％増加して

あったものが 年には

が， 年には若年者と

％であったが， 年

年には ％が経済非活

年に ％であったのが，

このように

齢層において

以下の層では

に顕著だが，

にとどまる割

これに対し

活動者として

年齢別でみても，女性は全て

経済非活動者率が上昇してい

相対的に，経済非活動者率が

若年失業率が二桁台を維持し

合が高いことを示している。

て，櫻井幸男（ ）は年齢

大きく伸びたのは， 歳以上

の年齢層で経済非活動者率

る。ただし， 歳以上の経

低くなっている点も指摘で

ていることから，この年齢

層をより細分化し， 年代

の年齢層ではなく， 歳

が低下し，男性は全ての年

済非活動者率が高く， 歳

きる。これは，特に若年者

層は失業者として労働市場

に限定すると男性経済非

と 歳の年齢層である

ことを指摘し

はなく，一家

の点において

たな雇用政

図表

男女総数

歳 歳 歳以上

ている
）
。櫻井氏は，次節で述

の主たる ぎ手である年齢層

大事な指摘をしている。しか

策である「ニューディール」

年齢別経済非活動者率

女性

歳 歳 歳以上

べるワークレス世帯との関

が経済非活動者となること

しながら，現在ブレア政権

において， 歳以上の年齢層

単位 ％

男性

歳 歳 歳以上

係で， 歳以上の年齢層で

の問題を強調しており，そ

のもとで進められている新

は， 歳までの若年者

出所： （ ）

（ ）



に次いで重要な

ドの賃金を保証

ら，決してこの
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対象とされていること，また

することを内容とした「雇用

歳以上の経済非活動者の問

学（第 巻・第３号）

歳以上に限定して，再就

クレジット
）
」の改変が 年

題を軽視できない。

職したならば週 ポン

におこなわれたことか

３．ワークレ

ワークレス世

であり，経済非

レス世帯の動向

ったものが，

このワークレス

ス世帯の増大

帯（ ）とは

活動者の動向を反映して，こ

を見ると，図表１ ６より，

年には 万世帯， ％

世帯は，過去 年間における

，世帯に所属する人が誰も働

のワークレス世帯が増大して

年に 万世帯，全世帯に

まで上昇し， 年に 万世

三回の不況期において急速に

いていない世帯のこと

いるのである。ワーク

占める割合が ％であ

帯， ％に達した。

増加する一方，好況期

にも減少しない

また，世帯に

労働可能年齢人

らに，ワークレ

人に増加し，イ

このようにワ

わせて，増加し

という傾向を有している。

属する大人すべてが働いてい

口は 年に 万人であっ

ス世帯に所属する子供が，

ギリスの子供五人に一人がワ

ークレス世帯は，経済非活動

ていることがわかる。ゆえに

る世帯が増加する一方，ワー

たものが， 年には 万人

年には 万人であったも

ークレス世帯で育っている。

者の動向，特に男性経済非活

好況期になってもワークレス

クレス世帯に所属する

へと拡大している。さ

のが， 年には 万

動者の増大と歩調を合

世帯は減少するのでは
）

なく，傾向的に

う事態が生じて

また経済非活

て固定化する層

帯と，ワークレ

で育つ子供が増

リスでは議論さ

化させることを

増大するのであり，その結果

いる。

動者が，良好な雇用機会さえ

に分かれているように，ワー

ス世帯に固定化する世帯への

大していることから，失業や

れている。だからこそ，ブレ

目的とした新たな雇用政策で

として好況期にもかかわらず

あれば労働市場に復帰する層

クレス世帯もワークレス世帯

分化があるものと思われる。

経済非活動者状態の世代間移

ア政権は，失業者や経済非活

ある「ニューディール」を発

貧困層が拡大するとい

と，経済非活動者とし

から脱する流動的な世

さらにワークレス世帯

転の問題
）
が，現在イギ

動者を，就労者へと転

足させる必要があった

のである。

ワークレス

以上みてきた

変化は，一言で

活動者になりや

図表

世帯
その世帯に所属する大人
がすべて働いている世帯

ワー
てい

ように，イギリス労働市場は

いって男性経済非活動者の増

すいのは，良好な雇用機会の

ワークレス世帯

クレス世帯に所属し
る労働可能年齢人口

ワークレス世
所属する子

過去 年間で，大きく変貌を

大，女性経済非活動者の減少

少ない高失業地域における高

単位 千 ％

帯に
供

ワークレス世帯に
所属する全人口

遂げたといえる。その

であり，さらに経済非

齢者，低学歴であるこ

千

出所：

％ 千 ％

（ ） より一部抜粋．
（ ）

千 ％ 千 ％ 千 ％



とを明らかに

から，つまり

イギリス労働市場に

した。次章では，なぜこのよ

需要側の分析から明らかにし

おける経済非活動者の動向（伊藤

うな変化が生じたのかを，

ていきたい。

）

産業構造，職種構造の変化

１．産業構

イギリスの

による産業別

な衰退とサー

．産業構造・職種構造

造の変化

産業構造は，過去 年間に大

従事者のデータを用いて，そ

ビス業
）
の急速な増大であると

の変化とパートタイム労働

きく変化したといえる。ウ

の変化の方向性を端的に表

いえる。図表２ １より，イ

者の増大

ォリック大学の雇用研究所

すのならば，製造業の急激

ギリスにおける「製造業」

従事者は，

万人，

続き， 年

から 年ま

全雇用者に占

一方，サービ

ったものが，

年間に約

年に約 万人，全従事者

％へと， 年間で約 万人

で約 万人， ％になり

での 年間で，「製造業」従

める割合も ％から ％

ス業従事者は，「流通・運輸

年に約 万人， ％

万人，率にして約３％上昇

に占める割合が ％であっ

減少し，率にしても約７％

， 年には約 万人，

事者は約 万人から，約

へとほぼ半減した。

」に従事する人々が 年に

にまで上昇し， 年には約

したことがわかる。また「ビ

たものが， 年には約

低下した。その後も低下は

％まで低下した。 年

万人まで約 万人減少し，

は約 万人， ％であ

万人， ％へとこの

ジネス，その他サービス」

は， 年に

には約 万

わかる。「ビ

万人，全従事

部門である。

「ホテル・レ

高賃金部門が

約 万人， ％であった

人， ％に上昇し，そして

ジネス，その他サービス」は

者に占める割合でほぼ倍増し

しかし，残念ながらこのデ

ストラン業」を代表とする低

まとめられており，この点で

ものが， 年には約 万

年には約 万人，

， 年から 年までの

ており，過去 年間で最大

ータからは，「ビジネス，その

技能，低賃金部門と，「金融

より精緻な分析を展開でき

人， ％になり， 年

％まで上昇していることが

年間で，従事者数で約

の伸びを記録している産業

他サービス」のなかに，

業」を代表とすると高技能，

ないという限界がある。こ

の点に関して

産業区

第一次産業とそ
製造業

次に，産業

は次節の職種構造分析で一定

図表

分 年

千人 ％
の他

別の賃金水準をみると，図

補っていきたい。

産業別従事者およびその割合

年

千人 ％ 千人

表２ ２より，減少した「製造

単位：千人

年 年

％ 千人 ％

業」の賃金水準は，年収

建設業
流通・運輸
ビジネス、その
以上の産業全体
非市場サービス

経済全体

出所： （
軍隊の構成者は、

他サービス

）
非市場サービスに含まれている。

（ ）

より一部抜粋．



立命館経済

図表 フルタ

学（第 巻・第３号）

イム労働者の産業別賃金水準

週給における

単位

分布

産業分類
全産業およびサー
農林業
製造業
建設業
サービス業

ホテル・レスト
運輸・通信業
金融業
公務員

平均年収 平均週給

ビス業

ラン業

以下 以下 以下 下位 上位

で約 ポン

は，平均年収で

しかし，これは

ためであり，よ

均週給 ポ

出所： （ ）
公務員は教師やソーシ

ド，平均週給 ポンドで

約 ポンド，平均週給で

サービス業が高賃金業種から

り精緻にみていくと，「ホテ

ンドであり，製造業に比べる

５
ャルワーカーを含めていない。

あった。一方の増大した「サ

ポンドとほぼ製造業と

低賃金業種まで非常に広範囲

ル・レストラン業」が平均年

と年収で約 ポンドほど

より作図．

ービス業」の賃金水準

変わらない水準である。

な業種を包括している

収約 ポンド，平

低いことがわかる。「金

融業」は平均年

ポンドほど高い

２．職種構造

次に，職種構

水準で分析がで

ず「プロフェ

収約 ポンド，平均週給

ことがわかる。

の変化

造変化の分析であるが，職種

きるなど，より精緻な分析が

ッショナル」や「クラフツ

ポンドであり製造業に

構造分析は産業構造分析に比

できる。これはイギリスにお

と熟練マニュアル」などの

比べて，年収で約

べて，技能水準，学歴

ける全ての職種が，ま

９グループの第一分類

（ ）

階を経てすべて

に分類されてい

この技能別分

とし，主に分類

る。次に技能レ

ス・フォームス

に分類され，続いて第二分類

の職種が分類されるからであ

るためである。

類のうち，最高の技能レベル

される職種グループは「マネ

ベル３は，学歴水準として

」を含む「継続教育（

（ ）で細分化

り，また全ての職種は，技能

であるレベル４は，学歴水準

ージャーと管理者」と「プロ

学士号未満義務教育以上であ

）」を必要とする。

が進み，最終的に四段

レベル別に四つの段階

としては学士号を必要

フェッショナル」であ

り，いわゆる「シック

主に分類される職種グ

ループは「準プ

次に技能レベル

「事務員と秘書

る。最後の技能

ターなどの「そ

学歴水準の変化

ロフェッショナルとテクニカ

２は，優良な成績での義務

職種」，「個人および保守サー

レベルは義務教育修了者であ

の他職種」である
）
。このよう

までがわかることになる。

（ ）

ル職種」と「クラフツと熟練

教育修了者であり，主に分類

ビス」，「販売職種」，「工場お

り，主に分類される職種は清

にイギリスの職種構成の変化

マニュアル」である。

される職種グループは

よび機械操作員」であ

掃業者やホテルのポー

は，必要とされる技能，



年から

管理者」

ービス」 万

イギリス労働市場に

の職種構造の変化をみてみ

万人増，「準プロフェッショ

人増，「プロフェッショナル

おける経済非活動者の動向（伊藤

ると，図表２ ３より増加した

ナルとテクニカル職種」 万

」 万人増，「販売職種」

）

職種は「マネージャーと

人増，「個人および保守サ

万人増の順で伸びているこ

とがわかる。

ョナルとテク

る。一方

「その他職種

万人の減少

「工場および

ていることが

技能別では，「マネージャー

ニカル職種」などの，レベル

年から 年の間に低下した

」約 万人減少，「工場およ

となっている。このように，

機械操作員」と技能，学歴水

わかる。

と管理者」，「プロフェッショ

４，３に属する高技能の職

職種は，「クラフツと熟練マ

び機械操作員」 万人減少，

主に製造業種に属する「クラ

準としては最底辺に位置する

ナル」，「準プロフェッシ

種が伸びていることがわか

ニュアル」約 万人減少，

「事務員と秘書職種」約

フツと熟練マニュアル」，

「その他職種」が低下し

次に，職種

管理者」は平

カル職種」は

年収 ポ

び熟練マニュ

収約 ポ

このように

て中位，低位

別の賃金水準をみてみると

均で年収約３万ポンド，週給

，平均年収 ポンド，週

ンド，週給約 ポンドであ

アル」で平均年収 ポン

ンド，週給約 ポンドであ

，製造業関連職種は，賃金水

に位置付く人を，比較的高賃

，図表２ ４より増加した職種

約 ポンドであり，「準プ

給約 ポンド，「個人およ

る。一方，減少した職種の賃

ド，週給約 ポンド，「工

った。

準として中位に位置付く職

金で雇用していたことがわ

である「マネージャーと

ロフェッショナルとテクニ

び保守サービス」が，平均

金水準は，「クラフツおよ

場および機械操作員」で年

種であり，技能レベルとし

かる。この製造業関連職種

が， 年以

雇用機会が失

賃金水準も高

造業種に比べ

をなしていた

来イギリスにおいて急速に失

われたことを示している
）
。ま

い「マネージャーと管理者」

ると賃金が低い「個人および

製造業種の減少は，賃金分布

図表

われ，特に男性の中位，低

た製造業種に代わって増大

や「準プロフェッショナル

保守サービス」や「販売職

における二極化をもたらし

職種構造の変化

位な学歴者における良好な

した職種が高学歴であり，

とテクニカル職種」と，製

種」であり，中位の賃金層

た一要因となったのである。

単位 千人 ％

マ

年

個
年

ネージャーと管理者 プロフェッショナ

千人 千人

人および保守サービス 販売職種
千人 千人

ル テクニカル職種 事務員と

千人 千人

工場および機械操作員 その
千人 千人

秘書職種 クラフツと熟練マニュアル

千人

他職種 総計
千人

出所： （
軍隊の構成員を除

）
いている。

（ ）

より一部抜粋．
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図表 フルタ

学（第 巻・第３号）

イム労働者の職種別賃金水準

週給

単位 ，

分布

職種分類

マネージャーと管
大企業重役お
運輸・販売業

プロフェッショナ
大学教員
図書館司書

準プロフェッショ
テクニカル職種

ビジネス・金
準プロフェッ

平均年収 平均

理者
よび中央政府高官
種重役
ル職種

ナルと

融関連
ショナル

週給 以下 以下 以下 下位 上位

看護婦
事務員および秘書
個人および保守サ

消防士
ヘアドレッサ

販売職種
仲買人
販売助手

クラフツと関連職
電気職種
織物、衣服関

職種
ービス

ー

種

連職種
工場および機械操

製鉄関連操作
その他職種

出所： （ ）

３．パートタ

製造業種が低

に，増大するパ

作員
員

イマー労働者の増大

下し，雇用の拡大を担ったの

ートタイマー労働者の概観を

より作図

が主にサービス業種であった

示していきたい。パートタイ

ことを述べたが，最後

マー労働者の増大は，

年代から生

らば， 年代

失業のなかで，

図表２ ５よ

トタイマーであ

まで続く不況期

ている。さらに

じ，労働需要側の分析にとっ

以前において，イギリスの失

一貫して増大してきたのがパ

り， 年における女性の就

り，女性就業者の約三分の一

に，就業者は減少していく一

年代初頭の不況期において

て欠かすことのできない一面

業率は約２％台であったが，

ートタイマー労働者であった

業者は約 万人であり，そ

強を占めていた。そして 年

方で，女性パートタイマーは

も，女性パートタイマーは上

だからである。なぜな

オイルショック，大量

からである。

の内の約 万人がパー

代後半から 年代前半

，ほぼ一貫して上昇し

昇しており，ここでも

同様の傾向を確

向として存在し

あり，女性就業

構成も，低技能

ートタイマー労

いることが指摘

認することができる。このよ

ており， 年には女性就業

者全体の約 ％弱を占めるま

職においてパートタイマーが

働者の比率が上昇しており，

されている
）
。

（ ）

うに女性パートタイマーの増

者約 万人の内，約 万

でになった。またパートタイ

半数を占めている一方で，高

パートタイマーの中でも，技

大は，ほぼ一貫した傾

人がパートタイマーで

マー労働者の技能別の

技能職種においてもパ

能の二極化が進行して



次に，女性

が多く就業し

ポンド，時間

イギリス労働市場に

パートタイマーの産業別賃

ていると思われるサービス産

当たり賃金は ポンドとな

おける経済非活動者の動向（伊藤

金をみてみると，図表２ ６よ

業で，マニュアルパートタ

っている。特に低賃金職であ

）

り，女性パートタイマー

イマー労働者で週給平均

る「ホテル・レストラン」

では，週給

いても，サー

者よりも３

とほぼ変わら

年に導入され

る。

以上述べて

ポンド，時間当たり賃金

ビス産業においては，週給

ポンドほど高いが，小売業に

ない水準である。このように

た最低賃金
）
とほぼ同水準であ

きたように，過去 年間にお

は ポンドであり，またノン

ポンド，時間当たり賃金

おいては時間当たり賃金 ポ

，サービス業女性パートタ

り，ほぼ最底辺の賃金水準

いて，イギリス労働市場へ

・マニュアル労働者にお

ポンドとマニュアル労働

ンドとマニュアル小売業

イマーの賃金水準は，

を形成していることがわか

影響を及ぼす需要構造にも

大きな変化が

者の大幅な増

ル」と「工場

図表

年 就業者者総数 男性被雇

指数

生じたといえる。産業構造の

大であり，職種構造の変化は

および機械操作員」の減少で

雇用者数・雇用形態別推移

用者 女性被雇用者

指数 全女性 指数 女性パー

変化は，製造業従事者の急

，製造業の衰退に合わせた

あり，サービス業の増大に

単位 千人

トタイマー 指数

速な低下とサービス業従事

「クラフツと熟練マニュア

合わせた「個人および保守

出所
パート
指数の

年まで，
タイマーとは，週 労働時間未満の労働者
値は， 年の値を としている。

年より 各号よ
を指す。

り作成。

マニュアル
サービスを含む
製造業
サービス産業

小売業
ホテル・レ
教育

図表 女性

平均週賃金 平均週
労働時間

全産業

ストラン

パートタイマーの産業別賃金水準

平均時
間賃金

時間当

最低分位 低分位 中

たり賃金（ ）

位分位 高分位 最高分位

ノン・マニュア
サービスを含む
製造業
サービス産業

小売業
教育

出所： （
表記は，全てポン

ル
全産業

）
ド表記に統一した。

（ ）

より作図．



サービス」の増

者を比較的高賃

労働者の雇用機

立命館経済

大である。特に製造業種の減

金で雇用していたことから，

会に大きな影響を与えた。そ

学（第 巻・第３号）

少は，技能・学歴水準として

この業種の減少は，地域の問

して最後に，女性パートタイ

低位，中位な男性労働

題とも合わせて，男性

マー労働者の増大であ

る。サービス業

であり，女性を

本稿で明らか

拡大に伴った，女性パートタ

パートタイマーとして労働市

にしたことは，次の二点であ

イマーの需要増大は，過去

場へ進出させる大きな要因と

おわりに

る。第一に，現在イギリスの

年間ほぼ一貫した傾向

なったのである。

失業率は，５％台と

年来の低水準で

て労働市場から

活動者は，高失

りやすく，さら

れば再び労働

「 」

に経済非活動者

その一方でブレ

あるが，男性は失業者として

退出し，逆に女性は労働市場

業地域の低技能・低学歴者，

に早期引退などの恒常的な労

市場に就業者として復帰する

や「 」と

に固定化している層に分ける

ア政権のもとで，労働市場参

労働市場にとどまるのではな

への進出が進展したことの結

そして 歳以上の高年齢者な

働市場からの退出ではなく，

，実質上失業者と同じ役割

して議論されているように，

ことができる。だからこそワ

入へのインセンティブを強調

く，経済非活動者とし

果である。この経済非

どが経済非活動者にな

良好な雇用機会さえあ

を果たしている層と，

労働市場に参入できず

ークレス世帯が増大し，

する雇用政策が政権の

「中核政策」と

第二に，この

れに伴う女性パ

者を比較的高賃

な雇用機会を急

は，サービス業

の就業率の上昇

して実施されるのである。

ようなことが生じた背景とし

ートタイマーの拡大を指摘し

金で雇用して業種であり，製

速に減少させ，彼らを経済非

の拡大に合わせたパートタイ

を招いたのである。

て，製造業種の急速な減少と

た。製造業は，これまで男性

造業種の減少は，男性低学歴

活動者にする条件を作り出し

マー労働者として，労働市場

サービス業の拡大，そ

の低学歴，低技能労働

，低技能労働者の良好

たのである。また女性

への進出が進み，女性

本稿では以上

流動している層

に影響を及ぼす

精緻な分析を展

） 本稿で

の二点を明らかにしたが，残

，また逆に経済非活動者に固

イギリス企業の労務管理の変

開することが必要である。

イギリスと表記するときは，日

された課題も多く，例えば労

定化している層の具体的な解

化や，パートタイマー労働者

注

本の通例に従い と の両義

働市場と労働市場外を

明，イギリス労働市場

の分析など，今後より

的な意味で使用している

が，統計

） 労働可

） 就業率

かを表し

練計画参

） 経済非

に学生，

に関しては，可能な限り両者の区

能年齢人口（ ）とは

（ ）とは，労働

ている。また就業者（

加者，軍属からなる。

活動者とは，本来的には 歳以上

主婦，年金受給者などが経済非活

（ ）

別を明記した。

，男性 歳，女性 歳まで

可能年齢人口の内，どの程度の

）とは，被雇用者，自営業者

の男女で，就業者でもなく失業

動者となるが，本稿では労働市

の人口である。

割合が就業者になっている

，無給家業従事者，政府訓

者でないものを指す。ゆえ

場との関わりで述べている



ため，

済非活

（就業

イギリス労働市場に

年金受給者を除いた労働可能人

動者として統一して表記した。

者と失業者）と経済非活動者のど

おける経済非活動者の動向（伊藤

口経済非活動者（

また，労働可能年齢人口に属す

ちらかに分類されることになる

）

）を経

るすべての人は，経済活動者

。

）

）

） この

おり，

指摘し

） 「非

中で使

わらな

） 櫻井

（ ）

（ ）

リテラシー能力や基礎計算力の

（ ）の中では，イギリ

ている。

就業率（ ）

用されている指標であり，分母

いが，分子を失業者と経済非活

幸男（ ）

不足は，イギリス国際競争力の足

スの５人に一人に当たる約 万

」とは，

が労働可能年齢人口である点は，

動者の合計として算出している指

かせであると再三指摘されて

人の大人が基礎能力の不足を

（ ）の

就業率や経済非活動者率と変

標である。

）

） イギ

してい

） この

この

） 通常

ービス

する。

） 詳細

リスにおいて貧困層は，賃金分

る。

問題は，現在イギリスにおいて

「 」については

イギリスにおいてサービス業と

」全てを含んだ区分である。し

イギリスの産業区分については

は （ ）を参照のこと。

布におけるメディアンに当たる人

「 」の評価を巡る議論

（ ）を参照した。

は，「流通・運輸」，「ビジネス，

かし，ここでは雇用研究所のデー

， （ ）を参照のこと。

なお，本文中の分類は旧分類で

の賃金の ％以下を貧困層と

として活発に行われている。

その他サービス」，「非市場サ

タに従い議論を進めることと

ある を使用している

ので，

）

く「鉄

（

の昇給

） 桜井

） イギ

労働者

完全には一致しない。

（ ）

・電気工職（

）」に

・昇進が安定的に行われ，訓練

幸雄，（ ）

リスの最低賃金制度は， 年

で時間あたり ポンド， ―

は， 年に男性新規学卒者の

）」

就職していることを指摘し，現

も提供していた製造業種の減少に

にブレア政権の元で復活し，設定

歳までの労働者で ポンドで

％が技能レベル２に位置付

に， ％が「その他加工職

在の若年失業の主要因を，こ

求めている。

された最低賃金は 歳以上の

あった。この水準は 年と

年

となっ

（

に引き上げられ，現在では 歳

ている。

）

（ ）

以上の労働者が ポンド， ―
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